
　

旧
暦
の
８
月
15
日
の
満
月
の
夜
を
、

「
十
五
夜
」
と
い
い
ま
す
。
今
の
暦
で

は
、
９
月
か
ら
10
月
上
旬
に
当
た
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
旧
暦
で

ち
ょ
う
ど
秋
の
真
ん
中
に
あ
た
る
の

で
、
十
五
夜
の
月
の
こ
と
を
、「
中
秋

の
名
月
」
と
い
い
ま
す
。

　

松
尾
芭
蕉
が
、「
名
月
や
池
を
め
ぐ

り
て
夜
も
す
が
ら
」
と
詠
ん
だ
よ
う

に
、
夜
通
し
月
を
眺
め
て
歩
く
ほ
ど
、

十
五
夜
の
月
は
、
一
年
で
最
も
美
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
月
見
の
風
習
は
、
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
も
の
で
す
。

　

十
五
夜
の
時
期
は
、
秋
の
農
作
物

を
収
穫
す
る
こ
ろ
に
あ
た
る
の
で
、

穫
れ
た
ば
か
り
の
農
作
物
を
お
供
え

し
て
、
秋
の
実
り
を
感
謝
し
ま
す
。

農
作
物
の
ほ
か
に
、
月
見
だ
ん
ご
や

秋
の
七
草
な
ど
を
お
供
え
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
各
地
で

は
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
十
五
夜
の
行
事
も

行
わ
れ
ま
す
。

　
与
論
十
五
夜
踊
り

（
与
論
町
・
琴
平
神
社
）

を
紹
介
し
ま
す
。

　

旧
暦
の
３
月
、
８
月
、
10
月
の
十

五
夜
に
行
わ
れ
、
約
４
５
０
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
踊
り
手
は
、
一
番

組
と
二
番
組
に
分
か
れ
、
交
互
に
踊

り
を
奉
納
し
ま
す
。
一
番
組
は
大
和

風
の
踊
り
、
二
番
組
は
、
琉
球
風
の

踊
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
考

・「
季
節
を
知
る
・
遊
ぶ
・
感
じ
る
９
月

の
え
ほ
ん
」（
監
修
：
長
谷
川
康
男
）

・
鹿
児
島
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

今 月 の 言 葉

「十五夜」

一番組の踊り二番組踊り
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